
平成２７年

第１回市議会定例会 報告第１号

専決処分の報告について

市が設置し，および管理する公共賃貸住宅の管理上必要な建物明渡し

等を請求する訴えの提起を平成２６年１２月１５日地方自治法第１８０

条第１項の規定により専決したので，次のとおり報告する。

平成２７年２月２６日提出

函館市長 工 藤 壽 樹

１ 当事者

原告 函館市

代表者 函館市長 工 藤 壽 樹

被告 住所 ＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

２ 請求の趣旨（内容）

(1) 被告は，原告に対し，市営住宅Ａ－サム サカエ ４０８号

（以下「本件建物」という。）を明け渡すこと。

(2) 被告は，原告に対し，滞納賃料１７６，２２０円および平成２６

年 １ ０ 月 １ １ 日 か ら 本 件 建 物 の 明 渡 し を 行 う 日 ま で １ か 月 金

２７，７００円の割合による金員を支払うこと。

(3) 訴訟費用は，被告の負担とすること。

との旨の判決を求める。

３ 請求の原因

（1）原告は，平成１５年３月１２日被告との間で賃貸借契約を締結し，

本件建物を被告に引き渡した。

（2）被告は，平成２５年２月分から平成２６年８月分までの賃料のう

ち合計金１９４，１００円の支払いを怠った。

（3）原告は，被告に対し，平成２６年９月１５日到達の内容証明郵便

で，上記滞納金額を平成２６年１０月１１日限り全額一時に支払う



こと，もし期限内に支払のないときは，改めて通知催告することな

く本件契約を解除する旨，催告および停止条件付き契約解除の意思

表示を発した。

（4）被告においては，上記期限内に滞納家賃料全額の支払いをしなか

ったので，本件契約は指定期限の経過により解除となった。

（5）平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ５ 日 付 け に て 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 分 と し て

２７，７００円が，また，平成２６年１２月１５日付けにて平成２６

年１２月分として２７，７００円が支払われたが，既に契約解除と

なっていることから，滞納している平成２６年２月分および３月分

へ充当することとした。

（6）原告は，被告に対し，本件契約の終了を原因として，本件建物の

明 渡 し を 求 め る と と も に ， 併 せ て 前 項 の 計 算 に よ る 滞 納 賃 料 の

１３８，７００円と平成２６年９月１日から平成２６年１０月１１

日までの滞納賃料３７，５２０円を併せた滞納賃料１７６，２２０

円及び平成２６年１０月１１日から本件建物明渡し済に至るまで１

か月２７，７００円の割合による賃料相当損害金の各支払いを求め

る。

４ 訴えを提起した日

平成２６年１２月１７日

５ 管轄裁判所

函館地方裁判所


